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 要  旨 
秘密分散法とは、秘密情報を複数の分散情報に分散して保持する方法である。 (k,n)しきい値
法では n 人中 k 人で秘密情報を復元できる。k-1 人以下では何の情報も得られない。一般アクセ








できない。   












2-1  2次元秘密情報を 3人に 3次元分散情報として分散する場合。 
2-2  2次元秘密情報を 5人に 3次元分散情報として分散する一般アクセス構造の場合。 
検証結果、2-2が構成出来ることを数値計算により示した。 
 
